
2023LINE アンケート結果(2023/12/15～2023/12/20 回答者 90 名) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



センターに設置している交付機について、あてはまるもの全てにチェックをお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸館予約について、あてはまるもの全てにチェックをお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他の意見 

山田まちづくりセンターの開館について、あてはまるもの全てにチェックをお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●団体の引き出し等を日曜日も 引き出し出来るようにしてほしい 

●子どもの活動は土曜日集中するので日曜日を開けてもらえると活動の幅が広がるので有り難い。 

 

山田学区の今の元気度はどれくらいだと感じられていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子どもが減って寂しくなった 

●グループ活動を見直して欲しい 

●何をもっての元気度なのかがわからない。コロナ禍が明けても復活しない区民運動会や各町のお祭り（神輿担

ぎ）など役員の大変なところでやめておこうは簡単に言えるし、もう一度復活させるのは容易なことではないの

はわかる。例えばふれあいまつりの餅つきは山田学区の特徴的なメインになるくらいのものであったはずだ（古

き良きのものの継承）、元気度はまずは中心になるまちづくり協議会が元気なのか？その周りを取り囲む各種団

体が元気なのか？から始まり、大人が元気な姿を見せていると子どもも元気になるし、町中か活気にあふれると

お年よりも元気になると思う。私は結局は社会的弱者の言われる子どもやお年よりが元気になることを望む。そ

れによって山田学区の元気度は高くなると思う。 

その他の意見 



メロン(ゲリラ・まつり)について、次年度もやってほしいもの全てにチェックをお願いします 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

●メダカはすごい良かった 

●感染症により、手作りバザーは減りキッチンカーの登場によって役員の負担も大分軽減された。が今年は模擬

店が少し復活し、日赤による炊き込みご飯も復活した。自主的にそれぞれの団体や地域のお店が活躍出来るよう

になって来た。今年はキッチンカーと併用しての模擬店が出せた事は良かったと思う。 

 

その他の意見 



山田学区のまつりについて、あてはまるもの全てにチェックをお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子どもの集まるきっかけになって良い 

●できるだけいろいろなことをやっていきたい思いはありますが、各人の負担をどうしていくかが課題ですね。 

●山田ふれあいまつりは昔ながらのお祭りをしてメロンまつりは規模を大きくならない程度にして役員の負担

を抑えるのがいい思う。 

 

 

その他の意見 



山田まち協にご意見等あれば自由にご記入ください 16 件の回答 

●地域支援の活動を今後もお願いします。 

●いつも楽しい配信ありがとうございます。毎回楽しみです。 

●いろんな方の意見を聞きながら、山田学区の地域が活気ある地域になればいいと思います。 

●これからも山田学区の特色を活かして頑張って下さい。 

●キッチンカー金額の割に内容が悪い。 

●いつもお世話様です(-_-) LINE メッセージを、 楽しく見てますわ  メロン販売に毎年参加購入して 孫

に喜ばれていま～す✌ 

●山田まちづくりセンターの場所がわかりにくい 

●娘夫婦が、小さい子供がいて自転車や徒歩では難しかったので、ふれあい祭りに車で行こうとしました

が、駐車場がいっぱいで、あきらめました。仕方ないのですが、残念でした。 

 

●接客がもう少し気持ち良い方が良い と思います、 

●町内会長や各種団体の会長への要望が多く、負担に感じます。組織改革を検討して欲しい。 

●新しいまちづくりセンターの計画がどうなっているのか、知らせていただきたい。最近の検討状況が聞こ

えて来ないです。 

●周囲の人達との交流が希薄になりつつある昨今、関係性を築くきっかけは、とても必要なことではないか

と思います。地域の人々の集える場所があり､だからこそ､今まで以上に新たな取り組みが広がって行くこと

を願っています。 

●若い世代が参加できるイベントや講座、旅行などを企画して欲しい。若しくは、そのような企画を公募し

てはどうか。 ぜひ山田学区のつながりを大事にしてほしい。町内の地域コミュニティが希薄化しているの

で、町内会を越えた活動をまちづくり協議会が担うことを検討して欲しい。 

●町内会長の負担が大きいとよく聞く。 自分の町のことだけで手がいっぱいだと。 協議会での活動もかな

り有るので、組織的にも見直した方が良いのでは無いか。 

●山田の良いところを次代を担う子どもたちに伝えていくためにも各団体活動がますます活性化されること

を望みます。ひとりでも多くの山田の方々が同じ思いを持って行事に参加できる工夫をまち協中心にしてほ

しいです。  

●現在の事業規模はまちづくり協議会の構成メンバー（団体）・まちづくりセンターの職員数や出勤体制か

らしてもキャパオーバーではないかと感じています。 山田の活性化は嬉しいことであり、やらなければな

らないことと思いますが、協議会の組織構成などは見直すところもあるのではないかと考えます。 またま

ちづくりセンター職員への依存度が高い事業構成になっているかと思うので、実績からしても増員・待遇改

善は必要ではないかと思っています。 市行政が地域の活性化に期待し、補助や委託をされているのは分か

りますが、その分、地域の尽力に依拠し過ぎている面は否めないと思います。 高齢化の進行のために、今

のうちに生産年齢層の転入を見込めるような取組を進めていくことは肝要かと存じますが、あまりに地域に

おんぶに抱っこになっている実情では協力しようとする気は起こり得ないかと日々感じていますので、事業

補助・運営について草津市としてもまちづくりセンターや協議会に対する姿勢を改めてほしいと思います。 

 
 
 
 
 
 


